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１．調査方法の前回調査との比較

回収率は31.4％で、前回調査（令和２年）と比較すると9.6ポイント低下しました。

16歳以上の市民3,000人
（住民基本台帳より無作為に抽出）

調査対象
（配布数）

令和２年５月２２日～６月８日調査期間

郵送配布・郵送回収配布・回収方法

回収票1,230票（回収率 41.0%）回収結果

【前回調査】

16歳以上の市民2,500人
（住民基本台帳より無作為に抽出）

調査対象
（配布数）

令和６年８月２７日～９月９日調査期間

郵送配布・郵送回収配布・回収方法

回収票785票（回収率 31.4%）回収結果

【今回調査】

調査方法



2

２．調査結果の前回調査との比較_暮らしやすさ

「とても暮らしやすい」と「どちらかといえば暮らしやすい」を合わせた割合は58.0％で、前
回調査より3.1ポイント低下しています。

【前回調査】【今回調査】

暮らしやすい 58.0％ 暮らしやすい 61.1％

暮らしにくい 26.8％ 暮らしにくい 24.4％

N＝785 N＝1,230

暮らしやすさ
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２．調査結果の前回調査との比較_定住意向

「ずっと住み続けたい」と「どちらかといえば住み続けたい」を合わせた割合は56.5％で、
前回調査より3.9ポイント低下しています。

【前回調査】【今回調査】

住み続けたい 56.5％

住み続けたくない 12.9％
住み続けたい 60.4％

住み続けたくない 14.6％

N＝785 N＝1,230

定住意向
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２．調査結果の前回調査との比較_住み続けたい理由

最も割合が大きい「自然環境や田園景観などのイメージが良い」が前回調査から3.4ポイ
ント低下しましたが、「住宅価格・家賃が手頃で住みやすい」は2.8ポイント上昇しています。

【前回調査】【今回調査】
N＝444 N＝743

住み続けたい理由
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２．調査結果の前回調査との比較_住み続けたくない理由

最も割合が大きい「交通の便が悪く通勤通学がしにくい」が前回調査から3.1ポイント低
下しましたが、「飲食・娯楽機能が不足している」が5.8ポイント上昇しています。

【前回調査】【今回調査】
N＝101 N＝180

住み続けたくない理由
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２．調査結果の前回調査との比較_行政全体に対する満足度

「満足している」と「やや満足している」を合わせた割合は43.1％で、前回調査より9.1ポイ
ント上昇しています。

【前回調査】【今回調査】
N＝785 N＝1,230

満足 43.1％

不満 31.2％

満足 34.0％

不満 35.2％

行政全体に対する満足度


